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駿河湾で初記録となるミツボシカスベ
（ガンギエイ目ガンギエイ科）について

崎山直夫・加登岡大希・石垣幸二・瀬能　宏

Tadao Sakiyama, Daiki Katooka, Koji Ishigaki and Hiroshi Senou:
First record of broad skate, Amblyraja badia (Garman, 1899) 

(Rajiformes: Rajidae), from Suruga Bay, Japan

緒　言

　ミツボシカスベ Amblyraja badia (Garman, 1899) は，
ベーリング海東部，ブリティッシュ・コロンビア～パ
ナマの太平洋沖に分布する深海性のガンギエイ科の一
種であり，国内では北海道オホーツク海沖，東北地方
太平洋沖の水深 1061–2322 m から稀に記録されてい
る（Garman, 1899; 仲谷 , 1983; 石原 , 1988, 1996; 尼
岡ほか , 1995, 2011; 上田ほか , 2003; Stevenson & Orr, 
2005; 北川ほか , 2008; Shinohara et al., 2009; 波戸岡ほ
か , 2013）。
　著者らは相模湾やその周辺海域の魚類相を明らかにす
る目的で，同海域の魚類の標本や画像の収集を継続し
ている（崎山・瀬能 , 2008; 加登岡ほか , 2019）。2019
年 3 月に駿河湾において 1 個体のミツボシカスベが得
られた。これまで同湾において本種は確認されておらず

（Shinohara et al., 1997），また，太平洋西部における南
限の記録と考えられるため，測定・計数値とあわせて報
告する。
　

材料と方法

　標本は，2019 年 3 月 27 日に，静岡県駿河湾にある
石花海（せのうみ）堆の北東，水深 1600 m 付近に仕掛
けた底立て延縄漁で得られたものである（図 1）。捕獲
後，神奈川県立生命の星・地球博物館に移送し，10 %
中性ホルマリンで固定・保存した。標本は同館魚類標本
資料 KPM-NI 52039 として，鮮時の色彩を記録した画

像は同館魚類写真資料データベースの画像資料 KPM-NR 
182419（図 2，3，瀬能　宏撮影）として，それぞれ登
録・保管した。
　測定・計数方法は中坊（2013）と Zorzi & Anderson 
(1988) を参考に行った。測定には，スナップキャリパー

（1000 mm）および通常のノギス（200 mm）を用い，
10 分の 1 ミリの精度で測定した。全長なども含めて平
面投影距離でなく，直線距離を測定した。以下，測定・
計数部位について説明が必要と考えられたものを補足
した : trunk length，第５鰓孔から肛門前端までの最短
距離 ; tail length，肛門前端から尾端まで ; prespiracular 
length，吻端から噴水部の凹みまでの最短距離 ; snout 
tip to maximum disc width，吻端から左右体盤の最大幅
位置を結んだ線までの最短距離 ; preoral length，吻端か
ら上顎歯の付け根までの最短距離 ; corneal length，眼
の開口部の最大径 ; orbit length，眼窩の水平径 ; lateral 
fold length， 尾 部 側 面 の 皮 褶 の 長 さ ; nasal curtain 
length，鼻孔皮弁の長さ ; nasal curtain width，鼻孔皮
弁の最大幅 ; pelvic fin anterior lobe length，腹鰭前葉
部の基底からの先端までの最短長 ; pelvic fin posterior 
lobe length，腹鰭後葉部の基底から先端までの最短長 ; 
clasper length (dorsal)：clasper length，交接器腹面の
内側の長さ ; pectoral fin radials，胸鰭の輻射軟骨数 ; 
pelvic fin radials， 腹 鰭 後 葉 の 輻 射 軟 骨 数 ; preorbital 
thorns，眼窩前方の棘の数 ; postorbital thorns，眼窩後
方の棘の数 ; interspiracular thorns，噴水口間の棘の数 ; 
scapular thorns，肩帯部の棘の数 ; total median thorns，
項部から後方の棘の数。

Abstract. A single specimen of broad skate, Amblyraja badia (Garman, 1899) (Rajiformes: Rajidae), was 
collected from Suruga Bay, Japan, at a depth of about 1600 m on March 27, 2019. The specimen (893.7 
mm in total length) represents the first record of this species from the bay, as well as the southernmost 
record of the species in the western Pacific. The counts and measurements of the specimen examined are 
provided.
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図 1．駿河湾におけるミツボシカスベ Amblyraja badia の採集場所（★印）.

ミツボシカスベ 
Amblyraja badia (Garman, 1899)

（図 2, 3; 表１）

　測定・計数結果を表 1 に示した。既存の報告との比較
のために，Zorzi & Anderson (1988) と仲谷（1983）の
記録をあわせて示した。
　形態：吻はやや突出し，太く硬い軟骨で支持されるた
めほとんど折り曲げることができない。眼は小さく，眼
径は噴水孔長より小さい（以上，本個体も同様）。眼の
内側（眼前部，眼後部，噴水孔後部）各々 1 本（計 3 本）
の棘がある（本個体も大型棘は同様に 3 本ずつ）。肩帯
部に左右対となる 3 角形に配列した 2–3 本の棘がある

（本個体も同様に 3 本ずつ）。胸鰭は横に張りだし，その
先端はやや尖る。腹鰭は前葉と後葉に分かれる。胸鰭基
底沿いに翼棘がある。項部から尾部まで 27 本の肥大棘
が連続して並ぶ。尾部側面の皮褶は長く，尾端より尾部
基部に至る。体盤背面は胸鰭縁辺，交接器を除き鱗があ
るが，部位によって密度が異なり，体盤中央や後方で少
ない。両背鰭は有鱗。体盤，交接器，尾部の腹面は無鱗。
　体色：体盤の背面は全体的に茶灰褐色。吻端部や体盤
前縁部は黒褐色。体盤背面に黒褐色が散在する。尾部背
面は黒褐色で皮褶は黒い。体盤の腹面は黒褐色で，吻部，
両顎周辺，体盤中央付近に白色斑がある。体盤外縁，腹
鰭端部，交接器の一部，尾部は黒褐色。

考　察

　本研究に用いた標本は，吻端が尖る，吻端から胸鰭に
かけての輪郭が内側に凹む，第 1 背鰭が腹鰭より離れた
後方にある，尾柄部に多くの棘があるといった特徴から
ガンギエイ科の 1 種であり（波戸岡ほか , 2013），吻軟
骨は太く硬くて折り曲げられない，眼の内側（眼前部，
眼後部，噴水孔後部）に各々 1 本の棘がある，肩帯部に
左右対となる 3 角形に配列した 2–3 本の棘がある，項部

から背鰭に向かって棘が並ぶといった特徴が，Garman 
(1899) の Raja badia の原記載のほか，石原（1988; 標
準和名ミツボシカスベを提唱）や Zorzi & Anderson 
(1988) の Raja (Amblyraja) badia，波戸岡・山田（1993）
の Raja badia， さ ら に McEachran and Dunn（1998）
の分類体系を踏襲し，日本における本種の記録を再検討
した波戸岡ほか（2000, 2013）の Amblyraja badia の
記載によく一致した。よって波戸岡（2000, 2013）に
従い，本標本をミツボシカスベ A. badia に同定した。
　 た だ し，head length お よ び trunk length，clasper 
length に つ い て は Zorzi & Anderson (1988) の 記 載 と
差異が認められた。Head length は本標本が大きい傾向
に，trunk length は短い傾向にあったが，その差異は些
少であり，ここでは同種の変異幅内にあると見なした。
Clasper length に関しては，今回観察した個体が大型で
あることから，成長による違いと考えられた。
　なお，仲谷（1983）の Raja sp. は，Ishihara & Ishi-
yama (1986) により Raja (Amblyraja) hyperborea と同
定されたが，波戸岡ほか（2000）によりミツボシカス
ベ Amblyraja badia であることが示された。また，Last 
et al. (2016) は，北太平洋の Amblyraja badia と南大西
洋の A. robertsi (Hulley, 1970) は変異に過ぎないことが
分子データにより確認されたとして，これら 2 名義種
を北大西洋をタイプ産地とする A. hyperborea (Collett, 
1879) の新参シノニムとしている。しかしながら，根拠
となる具体的な研究結果は示されていないため，本報告
では波戸岡ほか（2013）に従いミツボシカスベの学名
を A. badia とした。
　先に示した通り，本種は西部太平洋では東北地方太平
洋岸までの記録があるが，それより南方の相模湾（Senou 
et al., 2006）や駿河湾（Shinohara & Matsuura, 1997）
での記録はこれまでなかった。よって本標本は，国内だ
けでなく，西部太平洋においても最南端の出現記録を示
すものとなる。
　 本 種 は 水 深 1061–2322 m で 記 録 さ れ て い る 深
海 性 の 稀 種 で あ る（ 尼 岡 ほ か , 1995； 波 戸 岡 ほ か , 
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表 1. ミツボシカスベ Amblyraja badia の計数・計測値 . 実測値と各計測値の全長に対する百分率

2013）。今回の標本は，ソコダラ科のキタノソコダラ
Coryphaenoides filifer や イ バ ラ ヒ ゲ Coryphaenoides 
acrolepis のような類似する分布域を示す魚類と混獲さ
れたが，もともと湾内に生息していたものの，これまで
漁業などで採取される機会がなかっただけなのか，ある
いは外洋から太平洋深層水の流れる駿河トラフに沿って
湾内に入ってきたものかは不明である。駿河湾では今回
使用された底立て延縄漁のほか小型底引き網漁により海
底や海底付近の生物を対象とした漁業が行われている

（岩崎 , 1996）。これらの漁法は水深 500 m 程度までで
実施されており，今回は通常仕掛けられないような深度
で行われたことが本標本を得られた大きな要因と考えら
れる。
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図 2．ミツボシカスベ Amblyraja badia （背面）, KPM-NI 52039 (= KPM-NR 182419A)．全長 893.7 mm．駿河湾 .

図 3．ミツボシカスベ Amblyraja badia（腹面）, KPM-NI 52039 (= KPM-NR 182419B)．全長 893.7 mm．駿河湾 .
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